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学生男子の事例である。クライエントは言語的なコミ
ュニケーションに強い緊張を感じたので、セラピスト
は、非言語的表現技法としての箱庭療法を導入した。
しかし、クライエントは箱庭作品を作るときに自分ひ
とりが注目されることを過度に意識し、制作に取り掛
かることができなかった。そこで、セラピストは、ク
ライエントと並行してセラピスト自身も別の箱庭作品
を作ることを提案した。これにより、二人が並行して
それぞれの箱庭作品を制作する形の箱庭療法を実施す
ることができた。
　約3年の治療期間を通じて、クライエント、セラピ
ストは、それぞれ55個の箱庭作品を作った。その申で、
クライエントはネガティブな母性的支配から抜け出し
て男性的な自立を達成するテーマを表現していった。
そして、現実にも、クライエントは無事に中学校を卒
業し、高校に進学して、不登校の問題も解決したので
あった。同時に、彼は男の子としての逞しさと自己主
張する力を獲得していったのである。
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1．本研究の目的
　本研究は、箱庭療法におけるクライエントとセラピ
ストの相互的なコミュニケーションが果たす治療的機
能を明らかにしようとすることを目的とする。
　具体的には、クライエントの箱庭制作と並行しなが
らセラピストも箱庭作品を作った事例を取り上げ、そ
の箱庭制作の一連のプロセスにおいて、クライエント
の作品とセラピストの作品が相互にどのような影響を
与え合ったかを分析することを通じて、箱庭作品を媒
体とした両者の非言語的コミュニケーションの治療的
機能を明らかにする。
2．事例の概要について
本研究で取り上げる事例は、不登校を主訴とする中
3．クライエントとセラピストの箱庭作品の対応関係
　の分析
　クライエントの作品とセラピストの作品の対応関係
について分析を進めた結果、治療の重要な転換点にお
いて、両者の箱庭作品の間に重要な対応関係が存在し
ていることが明らかとなった。すなわち、治療プロセ
スにおいて生じたクライエントの大きな変化の前に、
その変化と関連のある箱庭作品をセラピストが制作し
ていたことが分かったのである。
　この影響のメカニズムは、次のように説明される一
セラピストの中には、クライエントに対するある種の
逆転移的な感情が起こり、それがセラピストの箱庭作
品に表現され、クライエントはその作品に強いインパ
クトを受けて、そこに表現された心理的な意味やテー
マを自分の中に取り入れる形で自我成長のプロセスを
歩んでいった。
4．並行箱庭療法の治療的有効性と侵入的危険性に関
　する検討
　本事例については、並行箱庭療法を行うことによっ
て、クライエントがセラピストの作る箱庭作品を通じ
て、治療的な刺激や気づきを得ていたことが理解され
た。しかしながら、一般的には、こうしたセラピスト
からの影響は、クライエントにとって侵入的な事態で
あり、治療を混乱させる危険性をはらんでいる。
　そこで、本事例において並行箱庭制作が非治療的な
混乱を起こすことなしに治療的有効性をもたらせた要
因について検討がなされた。その結果、セラピストの
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箱庭作品は、セラピスト自身の内面的な問題に焦点が
当てられるのではなく、一貫してクライエントの状態
について、あるいはクライエントとの関係について、
セラピストが抱く感情やイメージあるいは願望を表現
していることが分かった。とりわけ、クライエントに
対するセラピストの思いをクライエントに伝えたい気
持ちが潜在的に強いときの作品が、大きな影響を与え
る傾向を持っていた。このように、並行箱庭療法が有
効に働くのは、セラピストの箱庭表現があくまでもク
ライエントを対象としたメッセージ性を持っている場
合であることが明らかとなった。
